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▽
10
年
の
歩
み
報
告

▽
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　

パ
ー
テ
ィ
ー
中
に
「
歌
と
お
話

　

し（
腹
話
術
師
い
ず
み
と
仲
間
）」

　

都
庁
退
各
単
会
来
賓
挨
拶

【
記
念
冊
子
】

　

10
周
年
報
告
集

　

機
関
紙
総
集
編
（
46
号
～
105
号
）

【
記
念
グ
ッ
ズ
】

　
「
10
周
年
記
念
」
標
示
入
り
ボ
ー

　

ル
ペ
ン

【
予　

算
】
全
体
で
概
ね
56
万
円

【
参
加
確
認
】　

４
月
初
め
に
案
内

新宿御苑の枝垂れ桜

６月15日
第11回定期総会

10周年記念式典

【
実
施
日
】
６
月
15
日
（
金
）

　

※
第
11
回
定
期
総
会
終
了
後

　
　

12
時
開
始
を
予
定

【
会　

場
】
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル

【
来　

賓
】
東
京
清
掃
、
自
治
退
都

　

本
部
、
都
庁
退
、
都
庁
各
単
会

【
次　

第
】

▽
主
催
者
挨
拶

▽
来
賓
挨
拶
（
東
京
清
掃
、
自
治

　

退
都
本
部
、
都
庁
退
）

▽
歴
代
会
長
挨
拶

記
念
式
典
基
本
プ
ラ
ン

　

を
差
し
上
げ
ま
す
。
で
き
れ
ば

　

全
会
員
の
参
加
を
お
願
い
し
た

　

い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
15 
日
に
開
催
し
ま
す
。
総

会
議
案
は
、
①
規
約
改
正
と
旅
行

会
規
則
廃
止
、
②
旅
費
支
給
基
準

改
正
、 

③
活
動
方
針
案
、
④
会
計

予
算
案
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

規
約
改
正
は
、
活
動
領
域
の
変

化
を
踏
ま
え
た
専
門
部
の
見
直
し

で
、
①
「
旅
行
部
」
と
「
企
画
部
」

を
合
体
し
て
「
文
化
厚
生
部
」
に
、

②
「
組
織
共
闘
部
」
を
新
設
す
る

と
い
う
内
容
で
す
。
旅
行
会
規
則

は
、
実
態
と
か
け
離
れ
、
存
在
意

味
が
薄
れ
た
の
で
、
廃
止
し
ま
す
。

　

議
案
は
５
月
の
幹
事
会
に
提
案

し
ま
す
。
な
お
、
10
周
年
記
念
式

典
が
総
会
後
の
懇
親
会
を
兼
ね
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
11
回
定
期
総
会　

腹話術師のいずみさん

　

退
職
者
会
は
今
年
、
08

年
４
月
の
再
建
か
ら
10
周

年
を
迎
え
を
迎
え
ま
す
。

　

２
月
７
日
に
開
催
し
た

第
４
回
幹
事
会
で
、「
10

周
年
記
念
行
事
を
定
期
総

会
の
日
の
午
後
開
催
」
す

る
と
い
う
基
本
構
想
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
定
期
総
会
で
は

「
定
期
総
会
と
は
別
の
日
」

と
す
る
方
向
を
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
想
定
し
て
い

た
今
年
の
秋
は
、
東
京
清

掃
の
70
周
年
記
念
行
事

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
前
倒
し
し
ま
し
た
。



松
戸
宿
の
痕
跡
を
た
ず
ね
ま

す
。
川
床
の
浅
い
江
戸
川
の

氾
濫
に
苦
労
し
た
跡
が
う
か

が
え
、
洪
水
対
策
の
た
め
掘

ら
れ
た
逆
川
沿
い
は
、
か
つ

て
徳
川
慶
喜
・
武
昭
が
好
ん

だ
地
、
今
は
花
が
咲
き
乱
れ

る
市
民
の
憩
い
の
場
で
す
。

　

最
終
目
的
地
は
、
戸
定
邸
・

戸
定
歴
史
館
。
水
戸
徳
川
最

後
の
藩
主
徳
川
武
昭
（
慶
喜
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今
年
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、「
宿
場
町
・
松
戸
の
花
と
歴
史

散
歩
」
で
す
。

　

ツ
ツ
ジ
や
フ
ジ
、
百
花
繚
乱
の

風
情
を
期
待
で
き
る
４
月
26
日
、

松
戸
駅
中
央
改
札
前
に
10
時
集
合
。

江
戸
川
堤
の
渡
し
や
旧
水
戸
街
道

　

２
月
７
日
に
第
４
回
幹
事
会
と

専
門
部
会
を
開
き
、
次
の
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。（
定
期
総
会
・
10

周
年
記
念
式
典
、
お
花
見
ウ
ォ
ー

ク
の
日
程
は
別
記
の
通
り
。）

　

３
年
連
続
旅
行
会
を
中
止
し
ま

し
た
が
、
今
年
は
何
と
し
て
も
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

検
討
し
て
い
る
旅
行
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
形　

態
…
貸
切
バ
ス
一
泊
旅
行

　

観
光
で
は
な
く
、
ホ
テ
ル
内
・

　

バ
ス
車
内
の
懇
親
が
主
目
的

▼
実
施
時
期
…
10
月
10
日
頃

▼
旅
行
先
…
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン

　

ピ
ア
津
南（
新
潟
の
元
・
年
金
保
養
基
地
）

▼
実
施
内
容
…
都
庁
出
発
～
新
宿

　

帰
着
。
実
施
細
目
は
引
続
き
検
討

　

財
政
事
情
に
よ
り
、
ケ
チ
ケ
チ

作
戦
を
行
う
こ
と
に
し
ま
す
。

　

東
京
清
掃
の
会
計
年
度
期
間
の

変
更
に
伴
い
、
交
付
金
支
払
月
が
、

退
職
者
会
の
現
金
残
高
が
最
少
に

な
る
４
月
へ
変
る
た
め
、
財
政
運

営
に
余
裕
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
定
額
の
年
度
繰
越

を
確
保
で
き
る
財
政
状
況
に
な
る

ま
で
、
ケ
チ
ケ
チ
作
戦
で
し
の
ご

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体
策
は
、

①
旅
費
の
算
出
は
百
円
未
満
切
捨

て
に
す
る
（
た
だ
し
、
実
費
は
補

償
）、
②
会
員
よ
り
の
連
絡
に
使
わ

れ
る
「
切
手
」
は
現
物
支
給
を
や

め
て
会
員
に
よ
る
カ
ン
パ
と
す
る
、

③
そ
の
他
、
事
業
費
を
不
断
に
見

直
し
す
る
、
と
い
う
も
の
で
、
４

月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　　

今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
す
。

第４回
幹事会

①
定
期
総
会
・
10
周
年
記
念

日
程
�
②
お
花
見
ウ
�
�
ク
�

③
秋
の
旅
行
計
画
�
④
財
政

ケ
チ
ケ
チ
作
戦
等
を
検
討

今
年
の
旅
行
は
10
月
に　
　

　

貸
切
バ
ス
で
一
泊
を
予
定

旅
費
は
百
円
未
満
切
捨
て　

　

連
絡
用
切
手
は
カ
ン
パ
に

３
月
か
ら
役
員
改
選
の

検
討
に
入
り
ま
す
。
役

員
を
や
っ
て
い
た
だ
け

る
方
い
ま
せ
ん
か
ね
え
。

今
年
は
役
員
の
改
選
期　
　

役
員
選
出
に
苦
慮
し
て
ま
す

４月26日（木）

午前10時
JR「松戸駅」中央改札集合

宿場町・松戸の
花と歴史散歩
江戸川堤・旧水戸街道から
戸定邸・戸定歴史館へ

の
弟
、
幻
の
16
代
将
軍
）
の
別
邸

で
す
。
高
台
か
ら
の
景
観
、
座
敷

や
調
度
品
、
水
戸
徳
川
ゆ
か
り
の

伝
来
品
等
、
歴
史
が
た
っ
ぷ
り
。

　

お
昼
は
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
、

14
時
解
散
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
不
要
で
す
。
参
加
募

集
は
４
月
10
日
頃
締
切
り
で
す
。

仲
間
を
さ
そ
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

旧水戸街道や
松戸宿の痕跡
が随所に残さ
れている。

戸定邸表座敷
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３
大
疾
病
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
。
男
性
の
が
ん
の
１
位

は
肺
が
ん
、
女
性
は
大
腸
が
ん
。

　

最
近
、
肺
炎
が
増
加
。
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
死
亡
事
例
も
あ
り
、

ワ
ク
チ
ン
は
医
療
メ
ー
カ
ー
陰
謀

説
も
。
疾
病
の
原
因
の
一
つ
は
タ

バ
コ
と
塩
分
。
特
に
問
題
な
の
は

有
害
物
質
。
ア
ス
ベ
ス
ト
、
放
射

能
は
大
き
な
原
因
要
素
。
ア
ス
ベ

ス
ト
起
因
の
肺
が
ん
も
相
当
あ
る
。

　

脳
卒
中
と
心
臓
病
は
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
に
よ
る
動
脈

硬
化
が
起
因
と
さ
れ
る
が
、
糖
尿

病
と
脳
卒
中
を
関
連
さ
せ
る
デ
ー

タ
は
な
い
。
高
血
圧
と
は
関
連
す

る
。
ス
ト
レ
ス
が
問
題
、
高
血
圧

等
と
ス
ト
レ
ス
が
重
な
る
と
危
険
。

　

上
140
・
下
90
の
ど
ち
ら
か
が
オ
ー

バ
ー
な
ら
高
血
圧
。
75
歳
以
上
で

は
150
で
も
い
い
と
い
う
説
や
、
170

の
方
が
長
生
き
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

血
圧
は
半
分
遺
伝
の
要
素
が
あ

り
、
人
に
よ
り
適
正
は
違
う
。
高

齢
者
の
場
合
、
あ
ま
り
下
げ
過
ぎ

る
の
は
よ
く
な
い
が
、
糖
尿
病
や

脂
質
異
常
症
の
人
は
降
圧
が
必
要
。

　

高
血
糖
で
合
併
症
に
な
る
。
糖

事
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
運

動
は
血
糖
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
。

　

脂
質
は
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル（LD
L

）が
高
い
と
よ
く
な
い
し
、

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（H

D
L

）、

が
低
い
と
よ
く
な
い
。
悪
玉
と
善

玉
の
比
率
L/H
比
２
以
下
が
よ
い
と

さ
れ
る
。
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
220

以
下
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
基
準

値
が
変
わ
っ
た
。
正
常
値
と
か
基

準
値
と
か
は
結
構
胡
散
臭
い
。

　

減
塩
は
効
果
が
あ
る
。
一
日
塩

６
ｇ
で
は
味
は
な
い
、
香
辛
料
等

で
味
を
整
え
る
と
い
い
。カ
ロ
リ
ー

　

薬
は
副
作
用
が
あ
る
。
親
し
い

医
者
と
相
談
し
て
服
用
し
よ
う
。

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
詐
欺
。
健
康

で
脅
し
て
売
り
つ
け
よ
う
と
し
て

い
る
。
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
。

　

が
ん
は
早
期
発
見
す
れ
ば
治
る
。

た
だ
し
、
健
診
で
が
ん
を
発
見
し

治
療
し
た
人
と
、
健
診
せ
ず
が
ん

で
死
ん
だ
人
の
生
き
た
年
数
は
同

じ
と
い
う
統
計
が
あ
る
。
健
診
無

意
味
説
。
肺
が
ん
の
場
合
は
禁
煙

教
育
の
方
が
効
果
が
あ
る
。

　

余
り
頑
張
ら
な
い
方
が
い
い
。

深
く
考
え
ず
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め

ず
、
充
分
生
き
た
と
い
う
感
覚
が

大
事
で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
。

　

社
会
に
関
わ
る
こ
と
が
元
気
の

秘
訣
。
国
会
前
で
み
な
さ
ん
を
よ

く
み
か
け
る
。
国
会
前
で
逢
お
う
。

学習交流会

　

２
月
７
日
、「
健
康
で
過
ご
す
に
は
？

高
齢
者
の
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
習

交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。
講
師
は
東
京

清
掃
顧
問
医
の
亀
戸
ひ
ま
わ
り
診
療
所

理
事
長
平
野
敏
夫
さ
ん
。「
深
く
考
え
ず
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
社
会
に
関
わ
る

こ
と
」
が
健
康
で
過
ご
す
秘
訣
と
の
こ

と
。
参
加
者
は
20
名
。
講
師
を
囲
ん
で

の
懇
親
会
も
楽
し
く
、
有
意
義
で
し
た
。

サ
プ
リ
は
詐
欺
、
薬
に
頼
る
な

　

病
気
の
根
っ
こ
は
環
境
悪
化

　

元
気
の
秘
訣
は
国
会
前
集
会

３
大
疾
病
の
原
因

は
炭
水
化
物
総
量
が
問
題
。

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は

肉
・
バ
タ
ー
が
原
因
。
動
物

性
脂
肪
が
よ
く
な
い
。
長
続

き
す
る
よ
う
、
で
き
る
範
囲

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
。

　

適
正
飲
酒
は
ビ
ー
ル
中
瓶

一
本
・
日
本
酒
一
合
、
毎
日

飲
む
と
習
慣
化
、
総
量
が
問

題
。
タ
バ
コ
は
よ
く
な
い
。

尿
の
人
は
が
ん
が
多
い
と

い
う
統
計
も
あ
る
。
低
血

糖
の
危
険
性
が
言
わ
れ
て

い
る
。
高
齢
者
は
低
血
糖

は
よ
く
な
い
。
運
動
と
食

高
血
圧
症

糖
尿
病
と
脂
質
異
常
症

生
活
習
慣
の
改
善

年
に
は
勝
て
な
い

カンパ〜イ！　　　　　　
頭を使った後の一杯は格別
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「
過
去
の
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
！
」
た
め

に
、『
建
国
記
念
の
日
』

を
考
え
る
２
・
10
集
会
」

が
連
合
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
藤
本
代
表
は
、「
司

馬
遼
太
郎
は
日
露
戦
争

を
『
祖
国
防
衛
戦
争
』

と
言
っ
た
。
安
倍
は
明

治
150
年
で
明
治
時
代
を

礼
賛
し
、11
月
３
日
（
明

治
天
皇
の
誕
生
日
）
を

『
明
治
の
日
』
に
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
明
治

は
侵
略
と
戦
争
、
人
権

抑
圧
、
国
民
苦
難
の
時

代
だ
っ
た
。」
と
、
明
治

150
年
ブ
ー
ム
を
批
判
。

　

放
送
大
学
教
授
原
武

史
さ
ん
が
講
演
、
テ
ー

マ
は
、「『
明
治
150
年
』

工
を
施
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
言
及
。
19
年
の
明

仁
天
皇
退
位
・
徳
仁
親
王
の
「
天

皇
即
位
」と「
明
治
150
年
」が
重
な
っ

た
こ
と
に
注
目
し
、
安
倍
政
権
は

「
明
治
150
年
」
を
あ
お
り
、
11
月
３

日
の
「
明
治
の
日
」
改
称
で
、
政

権
に
対
し
て
批
判
的
だ
っ
た
平
成

天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
を
忘
却
さ
せ
る

の
に
利
用
す
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
20
年
の

憲
法
改
正
を
目
指
す
安
倍
首
相
は
、

こ
う
し
た
天
皇
の
代
替
わ
り
と
憲

法
改
正
を
連
動
さ
せ
る
か
も
し
れ

な
い
と
、
警
告
を
発
し
ま
し
た
。

　

韓
国
の
市
民
運
動
団
体
「
ア
ジ

ア
の
平
和
と
歴
史
教
育
連
帯
」
の

カ
ン
・
ヘ
ジ
ョ
ン
さ
ん
は
、「
日
韓

の
信
頼
・
友
好
関
係
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
か
つ
て
の
植
民
地
支

配
・
侵
略
戦
争
に
対
し
て
日
本
社

会
一
般
が
し
っ
か
り
認
識
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
、
東
京
退
職
女
性
教
師
の

会
主
催
（
自
治
退
都
本
部
後
援
）「
沖
縄

の
闘
い
」
学
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
沖
縄
平
和
セ
ン
タ
ー
議
長

山
城
さ
ん
は
、「
名
護
市
長
選
は
、
年

23
億
円
×
８
年
間
の
交
付
金
に
負
け

た
が
、
８
年
後
に
交
付
金
は
な
く
な
り

基
地
負
担
だ
け
が
残
る
。
交
付
金
の
た

め
更
に
基
地
を
拡
張
す
る
し
か
な
く

な
る
。
基
地
と
原
発
は
同
じ
構
造
だ
。」

「
私
の
不
当
裁
判
に
世
界
が
注
目
し
て

い
る
。
反
戦
米
兵
も
応
援
に
来
て
い

る
。」「
オ
ー
ル
沖
縄
方
式
を
全
国
に

広
げ
て
い
け
ば
、
自
民
党
政
治
に
勝

て
る
。」
と
講
演
。
元
気
が
出
ま
し
た
。

憲法と「建国記念の日」を考える2.10集会

と
天
皇
の
代
替
わ
り
」
で
し
た
。

　

原
さ
ん
は
、
か
つ
て
昭
和
天

皇
の
即
位
に
際
し
、
大
正
天
皇

の
存
在
を
忘
れ
さ
せ
、「
大
帝
」

と
呼
ば
れ
た
明
治
天
皇
の
再
来

と
し
て
た
た
え
る
た
め
、
風
采

の
上
が
ら
な
い
猫
背
の
小
男
昭

和
天
皇
を
偉
大
に
見
せ
る
小
細

熱弁をふるい、歌まで飛び出した
山城さんの講演に元気をもらった

明治 150 年と天皇代
替わりの政治利用に
警鐘を鳴らす放送大
学教授原武史さん

　

雪
が
降
る
生
憎
の
天
気
の
２
月
22

日
、「
歩
こ
う
会
・
広
重
の
名
所
江
戸

百
景
を
訪
ね
て
（
浅
草
・
吉
原
今
昔
）」

が
、
６
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吾
妻
橋
西
詰
に
集
合
し
出
発
、
駒

形
橋
、
浅
草
寺
、
吉
原
日
本
堤
、
吉

原
大
門
を
経
て
、
酉
の
市
で
有
名
な
鷲

神
社
ま
で
歩
き
、
広
重
の
痕
跡
探
し
。

　

駒
形
橋
の
駒
形
堂
は
同
じ
場
所
、
浅

草
寺
は
五
重
塔
の
位
置
が
変
っ
て
い

る
だ
け
、
吉
原
日
本
堤
（
山
谷
堀
）
は

公
園
に
な
り
、
吉
原
大
門
も
変
貌
し

て
い
ま
し
た
が
、
道
の
形
状
は
そ
の

ま
ま
、
痕
跡
は
ハ
ッ
キ
リ
。
お
昼
は

土
手
の
伊
勢
屋
の
穴
子
天
丼
、
旨
し
。

名所江戸百景を訪ねて

〜浅草・吉原今昔〜

名物「穴子天丼」
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東
京
清
掃
主
催
の
退
職
者
送
別

会
が
、
２
月
17
日
、
清
掃
会
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
里
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
桐
田
委
員
長
に
よ
る
ね
ぎ
ら

い
の
こ
と
ば
に
続
き
、
庄
司
会
長

が
退
職
者
会
を
代
表
し
て
加
入
呼

び
か
け
の
挨
拶
、
戸
枝
事
務
局
長

が
会
の
活
動
内
容
等
を
紹
介
す
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
坂

本
副
委
員
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
た

後
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、 

退
職
者
全
員
か
ら
想
い
出
の
「
ひ

と
言
」。入
職
当
時
の
出
会
い
な
ど
、

参
加
し
た
東
京
清
掃
や
退
職
者
会

役
員
の
個
人
名
が
飛
び
出
す
た
び

に
大
爆
笑
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
人
と

の
出
会
い
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ

さ
せ
る
長
～
い「
ひ
と
言
」で
し
た
。

嬉
し
い
こ
と
に
、
参
加
し
た
完
全

退
職
者
全
員
が
、
早
々
と
退
職
者

　

２
月
23
日
夜
、
台
東
区
民
会
館

で
「
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る

東
京
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
は
３
０
０
人
の
イ
ス
席
が
ぎ
っ

し
り
埋
ま
る
大
盛
況
。

　

発
生
か
ら
今
年
で
55
年
に
な
る

狭
山
事
件
。
女
子
高
校
生
殺
し
の

犯
人
に
さ
せ
ら
れ
た
被
差
別
部
落

出
身
の
石
川
一
雄
さ
ん
は
、
無
実

を
叫
び
続
け
、
79
歳
に
な
っ
た
今

も
第
三
次
再
審
を
求
め
て
闘
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
集
会
で
も
元
気
に

無
実
を
訴
え
、
支
援
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
最
重
要
証
拠
と
さ
れ

て
き
た
「
石
川
さ
ん
宅
か
ら
見
つ

か
っ
た
被
害
者
の
万
年
筆
」
が
、

全
く
偽
物
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
科
学
鑑
定
や
、
犯
人
の
残

し
た
脅
迫
状
の
文
字
は
、
当
時
満

足
に
字
を
書
け
な
か
っ
た
石
川
さ

ん
と
は
99
・
９
％
別
人
の
物
だ
と

す
る
科
学
鑑
定
な
ど
が
、
次
々
と

明
ら
か
に
さ
れ
、
検
察
や
裁
判
所

を
追
い
詰
め
て
い
ま
す
。

　

集
会
で
は
河
村
弁
護
士
の
「
再

審
開
始
の
原
動
力
と
な
る
強
力
な

証
拠
群
『
ザ
・
ベ
ス
ト
３
』」
の
講

演
の
後
、
参
加
団
体
ア
ピ
ー
ル
と

し
て
東
京
清
掃
労
組
の
西
村
常
任

執
行
委
員
が
登
壇
し
、
東
京
清
掃

の
差
別
や
人
権
の
闘
い
、
21
年
続

く
狭
山
現
地
調
査
の
取
り
組
み
な

ど
を
力
強
く
報
告
し
て
、
満
場
の

拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
、
最

後
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

は
、
解
放
同
盟
都
連
青
年
部

と
と
も
に
東
京
清
掃
青
年
部

の
仲
間
た
ち
が
前
に
出
て
、

元
気
な
コ
ー
ル
の
音
頭
を
取

り
ま
し
た
。（
押
田
）

熱
気
あ
ふ
れ
た
狭
山
東
京
集
会　

「私は無実だ！」と
訴える石川さん

早
速
、
参
加
者
が
退
職
者
会
加
入
届
提
出

東
京
清
掃
退
職
者
送
別
会

会
加
入
届
を
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

も
力
強
い
仲
間
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
名
残
を
惜

し
み
つ
つ
、
染
書
記
長

音
頭
に
よ
る
三
本
締
め

で
集
い
を
閉
じ
ま
し

た
。
今
年
も
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
の
は
残
念

で
し
た
。
送
別
会
は
特

別
な
感
慨
が
あ
る
も
の

で
す
。
参
加
者
を
増
や

す
工
夫
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ねぎらいの詞
（桐田委員長）

会加入呼びかけ
（庄司会長）

謝辞（新宿支部
田中さん）
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福
島
県
三
春
町
に
建
設
さ
れ
た

「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」
は
、
原
発
災

害
記
念
館
兼
子
供
の
教
育
施
設
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
県
民
の
不
安
や

疑
問
に
答
え
、
放
射
線
や
環
境
問

題
を
理
解
し
、
環
境
回
復
と
創
造

へ
の
意
識
を
深
め
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
地
の
市
民
団
体
は「
放

射
能
は
怖
く
な
い
。
除
染
も
進
ん

だ
。」
と
い
う
宣
伝
施
設
と
批
判
。

反
面
教
師
と
し
て
も
必
見
か
と
。

　

避
難
解
除
地
域
と
な
っ
た
双
葉

町
や
富
岡
町
で
は
、
住
民
は
ほ
と

ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
。
う
ず
高
く

を
名
目
に
莫
大
な
予
算
を
つ
ぎ
込

み
、
矛
盾
を
覆
い
隠
す
た
め
に
ま

た
莫
大
な
予
算
を
投
入
。
そ
れ
に

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
群
が
り
、
巨
大

利
権
が
う
ご
め
い
て
い
ま
す
。

　

放
射
性
物
質
は
自
然
崩
壊
で
６

割
位
ま
で
減
衰
し
て
お
り
、
除
染

で
更
に
３
割
減
る
と
い
い
ま
す
が
、

広
大
な
山
林
は
手
付
か
ず
、
側
溝

や
荒
れ
地
に
点
在
す
る
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

そ
し
て
、年
20
ｍ
㏜
以
下
に
な
っ

た
と
し
て
避
難
解
除
地
区
の
保
障

は
一
方
的
に
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
、
年
５
ｍ

㏜
以
上
の
地
域
は
「
強
制
移
住
」、

１
～
５
ｍ
㏜
地
域
は
「
移
住
選
択
」

と
し
て
移
住
の
権
利
が
保
障
さ
れ

　
「
よ
っ
て
た
か
っ
て
勝
利
ま
で
」
を
合

い
言
葉
に
、
争
議
支
援
の
一
日
行
動
＝

東
京
総
行
動
が
、
２
月
16
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
18
春
闘
の
統
一
行

動
と
し
て
、
経
団
連
前
行
動
が
取
り
組

ま
れ
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
総
本
山
化
し

て
い
る
悪
の
巣
窟
経
団
連
に
対
し
、
参

加
者
は
声
を
揃
て
糾
弾
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
子
会
社
の
偽
装
倒
産
解
雇
の

責
任
を
取
ら
ず
、
争
議
潰
し
を
画
策
し

続
け
た
富
士
美
術
印
刷
に
対
す
る
６
年

越
し
の
フ
ジ
ビ
闘
争
は
、
中
労
委
斡
旋

を
受
入
れ
、
解
決
す
る
方
向
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
不
当
判
決
を
乗
り
越

え
た
不
屈
の
闘
い
の
成
果
で
す
。

　

寒
さ
つ
の
る
夜
風
の
中
、「
19
日
国
会

前
行
動
」
が
開
か
れ
、
３
千
人
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

退
職
者
会
か
ら
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
ま
っ
た
国
会
審
議
で
は
沖
縄
問
題
、

モ
リ
・
カ
ケ
疑
惑
と
と
も
に
労
働
法
制

改
悪
問
題
で
「
裁
量
労
働
の
方
が
労
働

時
間
が
短
い
」
と
い
う
ウ
ソ
の
答
弁
へ

の
追
及
や
、
憲
法
改
悪
の
動
き
に
対
す

る
闘
い
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
会

議
員
と
市
民
が
し
っ
か
り
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
、
安
倍
政
権
の
野
望
を
打
ち
砕

い
て
い
こ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。（
押
田
）

「
放
射
能
ご
み
焼
却
を
考
え
る
ふ
く

し
ま
連
絡
会
」
の
取
材
に
同
行
し
て
（６）

９
条
変
え
る
な
！
安
倍
内
閣
退
陣
！　

東京総行動

悪の巣窟“経団連”を包囲

積
ま
れ
た
フ
レ
コ

ン
パ
ッ
ク
の
間
か

ら
、
あ
ち
こ
ち
で

稼
働
す
る
重
機
が

見
え
ま
す
。
コ
ン

ビ
ニ
や
食
堂
の
客

は
全
て
制
服
姿
の

人
た
ち
で
す
。

　

帰
還
事
業
推
進

て
い
ま
す
。
日
本
の
基
準
は

甘
く
、
避
難
の
権
利
を
認
め

ず
、
未
だ
汚
染
が
残
る
地
帯

へ
の
帰
還
が
事
実
上
強
要

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

5.3
万
人
の
避
難
者
と
2.6
万

人
の
自
主
避
難
者
の
人
権

は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。〈
完
〉　
（
岩
田
）

「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」
を
見
学

問
題
あ
る
施
設
だ
が
参
考
に

避
難
す
る
権
利
を
認
め
ず
、

福
島
へ
の
帰
還
を
事
実
上
強
要

コミュタン福島


